
ミヤマヒサゴコメツキ属の2 種の幼虫について

大平仁夫・ 大川秀雄

Hitoo OHIRA and Hideo OHKAwA: Notes on the larvae of twoHlomotechnes-
species (Elateridae: Dendromet rinae, Hypnoidini) from Japan

A bst r a ct : Two different larvae be1oning to the genus Homotechnes, H motschutskyt fleuti-
auxi from Abc-pass in Gifu Prefecture (alt. ca. 1,700 m) (Fig. 1 A-C)and H brunneofuscus from
Kamegamori-rindo on Kochi Prefecture in Shikoku (alt. ca. 1,100~ 1,600 m) (Fig 2 A -C), are
recor ded. T hese lar vae ar e i nhabi te general ly under the stones and seemd to be chiefty
predaceous.

The larvae are readily identified by its dark brown color on body dorsum, triangular posterior
portion of fronto-clypea1 area (fc1), broad and depressed dorsal plate (dpla), wel l developed
urogomphi (ur), and vey large and quadrate caudal notch (on) of 9th abdominal segments.

日本に分布するヒサゴコメッキ類は,  ヒサゴコメッキ亜科 (Hynoidinae) のヒサゴコメッキ族 (Hypnoidini)
として扱われていたが, 最近ではカネコメッキ亜科(Dendrometrinae) の中のヒサゴコメッキ族 (Hypnoidini)
の l 属として扱われることが多い.
ヒサゴコメッキ族の種は,  日本に5 属10数種記録されているが, 中でもミヤマヒサゴコメッキ属の種 (a.

:motschulskyi) は下翅が短小化していて, 地域ごとに形態の分化が生じているなどで, 現在では50数亜種が命
名記録されている. しかし, 本属の幼虫の研究は殆ど進展がなく, 大平(1958,1992) が明らかにした立山産と
木曽駒ヶ岳産が知られているに過ぎない.
このたび, 筆者の一人である大川が, 岐阜県安房峠 (高山市側) と高知県瓶ケ森林適で2 種の幼虫を見出し
たのでその形態の概要を報告する. 末尾に本文について指導をいただいた, 名古屋大学大学院・ 生命農学研究
科の大場裕一博士に心から感謝の意を表する.

1.  Homotechnes motschulskyi fieutlauxi (0HIRA, 1960) フト ミヤマヒサゴコメッキ (Fig. 1, A-C)
この安房峠産は, 上高地や徳本峠や平湯温泉周辺産とともに, 上記の亜種名で扱われており, 成虫の体は短
大で黒色, ヒサゴ型が顕著な亜種である.
安房峠( 高山市側) では, 4 頭の幼虫が大川によって見出された. その中のもっとも大形の1 頭はここに図示
した体長 l7 mmのほぼ終令に近いと思われる個体である (Fig. l, A).  体背面は暗褐色で光沢を有し, 頭部と
胸部の3 節(Fig.1, A: I, II, III) と第9 渡節の背板は黒褐色, 体腹面は淡黄褐色である.
頭部は偏平状で, 前頭部(fc1) の後方はくびれて明瞭な三角形状を呈し(Fig. l, B: tel↑), 頭がい後背毛(Fig.

l, B: ped) は明瞭に存在する. また, 第9 腹節の外形は図示(Fig.1, C) したようで, 硬皮板(Fig.1, C: dpla) は
偏平状を呈し, 末端のurogomphus(Fig.1, C: ur) は細長く後方に伸長し, 末端部は上反して鋭くとがる.  ま
た, 尾節四陷(Fig.1, C: on) は巾広く , 両側は後方に弱く幅狭くなる.
調査標本: 4exs., 安房峠 (高山市) (alt. 1,700m),1-VI-2009, 大川採集.

2.  Homotechnes brunneofuscus (NAKANE, l954) チャグロヒサゴコメツキ (F ig 2, A-C)
この幼虫は, 瓶ヶ森林適の高知県側の陛下の石の下から大川が見出した体長 13 mm内外の終令に近いと思
われる個体である (F ig 2, A).
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c

Fig. 1. A-c. H motschulskyi fleutiatai ( フト ミヤマヒサゴコメッキ),  from Abc-pass in Gifu Prefecture.
A, a mature larva, body length 17 mm; B, head and pronotum, dorsal aspect; C,8th and9th abdminal
segments, dorsal aspec t.

この個体の一般形態は前種にきわめて類似しているが, 体はより褐色をおびており, 頭部, 胸部(Fi9・2, A: I,
II, III) や腹部の背板上の点刻はより粗で密に印し, 光沢はやや鈍い(Fig 2, A).  もっとも特徴的なのは, 頭部
の前頭部(Fig2, B: tel↑) の後方の三角形状部が前種のように直線状の三角形ではなく,  弱く外方に湾曲した
やや不完全な三角形状を呈していることである.  しかし, 本属の主要な特徴である前頭後毛(Fi9.2, B: Pod↑)
は明瞭に存在している.
第9 a更節は図示(Fig2, c) したようで, 背板(Fig2, c: dpla) は偏平状であるが, 側緑の歯状突起群は細長
く鋭く突出しており, 最後端の1 對はより顕著である. また, urogomphus(Fig 2, C: ur) は前種と同様に後方
に細長く伸長するが, 末端は弱く上反してとがるのみである. その他, 尾節[u]陥(Fig2, C: on) は前種のように
後方に狭まばらなく, 弱く後方に広がる.
調査標本: 1 ex., 瓶ヶ森林道 (高知県いの町) (alt. 1,100~1,600m),26-V-2009, 大川採集.

その他について
ここに示した本属の2 種の幼虫は, いずれも飼育して成虫を確認していないが,  ミヤマヒサゴ類の特徴は明
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Fig. 2. A-C: H brunneofuscus ( チャグロヒサゴコメツキ),  from Kamegamori-rindo, Kochi Prefecture.
A, immature larva body length, 13mm; B, head and thorax, dorsal aspect; C, 8th and 9th abodminal
segments, dorsal aspect.

瞭で, 基本的な形態はすでに明らかになっている. 今後は日本各地からの個体を得て, 幼虫間においても成虫
のような形態上の地域変異が,  どの程度生じているかに注目して調査して行きたいと考えている.  また, 幼虫
は成虫と異なって若齢と老熱個体間や生息場所の環境の影響などを受けやすく , 形態上にも変異が生じること
があるので, 比較には複数以上の個体の調査が必要である. 今後, 分解できるものは分解して,  より詳しい各
部の形態を明らかにしたいと考えている.  ここに示したチャグロヒサゴコメツキの幼虫の一般形態からの推察
では,  ミヤマヒサゴコメッキとはやや異質的であって, 系統的には両種間でかなり異なっているように判断さ
れる.

引用文献

大平「: ?, 1958. 目本産コメッキムシ科幼虫の形態に関する研究(1). KONTYU, Tokyo 26:30-32,2 plates.
- , l962. 日本産コメッキムシ科の幼虫の形態学的ならびに分類学的研究: 179 pp 62 plates. (岡崎)

(大平: 〒444-3511 岡崎市舞木町弧山6-4)
(大川: 〒326-0043 足利市助戸仲町820-1)
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0ホソカタムシ科7種の新分布記録について
以下7 種のホソカタムシは新分布と恩われるの
で報告する.

1. ノ コギリホ ソカ タムシ Endophtoeus serratus
SHARP
2 exs., 熊毛郡屋久島永田,  19. IIL2007, 向山敬
延採集.

2.  マダラホソカタムシ 「nachyphoh's υanegata
(SHARP)
2 exs., 熊毛郡屋久島原, 17. V 2003, 向山敬延採
集.

3.  サビマダラオオホソカタムシ Dastarcus 1on-
guluS SHARP
2 exs., 熊毛郡屋久島原, 17. V 2003, 向山敬延採
集.

4. クロサワオオホソカタムシ Dastarcus ku ros-
aωa l SASAJI
1 ex., 大島郡徳之島天城岳, 21. VL2006, 筆者採
集.
天城岳登山口付近のナイターで採集.

5. ヒサゴホソカタムシ Glyphocryptus broυtoO-
lh's SHARP
1 ex., 熊毛郡屋久島中間, 20. IV 2004,  向山敬
延採集.

6. ヒ ゴホ ソ カ タム シ Cytindromicrus gracitis
SHARP (写真A)
1 ex., 八重山郡西表島古見,  l7. VII i996.

写真A.  西表島産ヒゴホソカタムシ
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写真B.  伊平屋島産セスジッッホソカタムシ

l ex., 八重山郡西表島大富林道, 16. VII i996,
筆者採集.
本種は平野幸彦氏が熊本県大和町で再発見され
て以来, 2, 3 例目の記録となる. 古見は縦断道路
入り口付近, 大富林道は西船着き場橋上のナイ
ターで採集.

7.  セスジッッホソカタムシ Cyhndromi s加 r-
anoi AoKl (写真B)
1 ex., 島尻郡伊平屋島, 29. VI 2003, 筆者採集.
腰岳林道のナイターで採集. 本種の分布はいま
のところ鹿児島県, 種子島, 奄美大島, 沖縄島,
石垣島, 西表島となっている.
上記7 種は青木淳一氏に同定, ご教示をしていた
だいた,  ここに改めてお礼を申し上げる.  また屋久
島産の4 種を提供してくださった向山敬延氏にお
礼を申し上げる.

引用文献

商一木l字; - , 2009. 図鑑に載っていない日本産ホソカタム
シ. Kanagaωa-Chaff6, 0daωara, (165): 1-15.

黒浮良彦・ 久松定成・ 佐々 治更之, 1985. 原色目本甲虫図
鑑(III). 500 pp. 保育社, 大阪.

(〒663-8002 西宮市一里山町19- l8, 田中  1金)
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徳之島産のコメツキムシ若干種の記録

大 平 仁  夫

Hitoo OHIRA: Some distributional notes on the elaterid-beetles from
Toku-no-shima Is. in t he Ryuky u Islands,  Japan

筆者はこのたび, つくば市の栗原 隆博士が2009 年3 月に沖縄県の徳之島で採集されたコメ ツキムシ類の
提供をいただいたのでここに記録する. 同氏の厚意に心から感謝の意を表する. なお,  ここに記録した種の採
集者はすべて隆本人であるので, 本文中の採集者名は省略した.

1.  Cryptalaus tarilatuspim (LEWIS, 1894) フタモンウバタマコメ ッキ
調査標本: 1♀, 手々 林適,  18-III-2009.
琉球列島には広く分布している曖地系の極である.  徳之島からは0HIRA(1967) が最初に井之川から記録し
ている.

2.  Lacon (」Lacon) para11etus amamiensis(0HIRA, 1967) アマ ミコ ガタノ サビコメ ッキ

調査標本: 1 ex., 手々 林道,  17-III-2009.
原名亜種の基準産地はG. LEWIS(1894) が札幌から記録した体長12 mmの個体であるが, 現在では本州か
ら九州, 対馬や屋久島にも分布することが知られている.
徳之島からはこれが最初の記録である. 琉球列島産は一般に体長の10 mm以下のが多く, 沖 本島からは

体長8 mmの雄個体が見出されている. 今度の徳之島産は体長10 mmであった.

Fjg. l. A, p amamjmsu lana ogatat, , body length29 mm; B, ditto, ♀, body length 30 mm
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Fig 2. A- D: p amamj jnsu lana ogatai, : A, head, dorsal aspect; B. 2nd to 4th basal se9mentS of 「i9ht antenna;
c apical portjon of male ganilalia, dorsal aspect, D, apical portion of left lateral lobe of male 9enitalia
(enlarged).

3.  Agrypnus(Agrypnus) scute11ans scute11aris CANDtzE, 1893 シロモンサビキコ リ

調査標本: 1♀, 手々 林道, 13-III-2009.
奄美大島原産であるが, 原名亜種は中之島から沖縄本島(伊平屋島, 伊是名島) の範囲に分布. 他に伊豆諸
島の八丈島からも知られている. 幼虫が畑地の土壊中に生息するため, 植物の根株などに付者して人為作用に
よって分布を拡大しているように思われる. 八重山諸島産は別亜種にされている. 徳之島からは0HIRA(1967)
が最初に井之川から記録している.

4.  Ag鑵nus(Agりpngs ) mzyaたezOHIRA , 19 ミヤケオオサビキコ リ

調査標本: l , 手々 林適,  18-III-2009.
奄美大島と徳之島と沖縄本島から知られている大形の種であるが, 沖縄本島産は別亜種にされている. また
徳之島産は奄美大島産の副模式標本の産地となっている.  ここで検した雄個体の体長は22 mmであった.

5.  pectocera amamiinsutana ogatai KIsHII, l996 ト ク ノシマ ヒゲコ メ ッキ (Fig.1, A, B; Fi9. 2, A-D)
調査標本: 12 l♀,  手々林適,  14- III-2009.
徳之島産の個体は, KlsHll (1996) が犬田布岳と井之川岳から見出されたそれぞれ1 雄の計2 雄個体に基づ
いて上記の新亜種名を付して記破したが, 原記 以降の再記録はなく, 雌は未知であった.
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原記載によれば, 奄美大島産に比して上 の淡黄色毛によるスポット状の斑紋が不明瞭で, 触角は明らかに
より長い. また, 前胸背板の正中部の縦凹溝はより深く印し, 雄交尾器の側突起の末端部の三角状部の外緑は
より幅広く拡大するなどとしている. しかし, 今回の資料で検した限りでは, 頭部 (Fig 2, A) や触角の基部節
(Fig 2, B) や雄交尾器の形態(Fig 2, C, D) などは奄美大島産の原名亜種と識別できるような特徴は見出すこ
とができなかった.  今後のさらに詳しい調査が必要と思われる.  筆者がこのたびの資料で測定した12 雄個体
の体長は23~30 mmの間にあり, 難は図示 (Fig.1, B) した体長 30 mmの個体であった.

6.  Ampedus(Ampedus) amamiensis OHIRA, 1968 アマ ミムネ ァカ コメ ッ キ

調査標本: 2 2?-Q, 手々 林適, 17-III-2009.
体長は6~9 mmで, 頭部と小盾板と上翅は黒色, 体下面と前胸背板の一部または大部分が赤褐色をした美
麗種である. 春に現れ,  シイや各種の花に飛来する. 沖縄本島からも記録されている. 徳之島からは岸井
(1989) が犬田布岳から1 雌個体を記録している.

引用文献

LEWIS, G., 1894. On the Elateridae of Japan. A nn. Mag. Nat. Hist. ,  l 3(6): 26-48.
K1sHu, T., lg73.On the Elaterid-beetles from Ryukyu Archipelago co11cted by Mr. Isao MATOBA. Bull. Heian High

Schoot, (17):1-24,4 plates.
- , 1989.  徳之島で採集された興味あるコメツキムシ.  月刊むし,  (217):39-40.
- ,1gg6. Notes on Elateridae from Japan and its adjacent area(14). Buu. Heian High School., Kyoto. (39): 1-40,8
plates.

OHIRA, H.. 1967. The Elateridae of the Ryukyu Archipelago, 1. Trans. Shikoku ent. SOC.,9(3):95-106.
(〒444-3511  岡崎市舞木町孤山6-4)

◇書結紹介◇

書評 「虫のプリ見て 我がプリ直せ」

新 里 達 也

養老孟司・ 河野和男 著. A5 判. 228 頁. 2009 年9 月25 日発行. 明石書店

表題から してお馴染みの養老先生の虫談義と思ってこの本を読み進めると,  うれしい誤算が待っている. い
や誤算では失礼であろう, 著者らが仕掛けた巧妙な民が待ち構えているのである.
本書は, 「第 I部 虫の目で世界を眺めて」 と 「第 n部 生き物たちのつどう 会」の2? 部よりなし, 老 '
河野両氏の飽くことない虫談義のさきに生物の進化と日本の自然史観が熱く語りれる. 者の理解を補 する

にあまりのある豊富な脚注と的確なコラムも用意されている. 目次を見渡せば, 「人はなぜ虫を集めるのか」の
ようなむしろ虫屋趣味のタイトルが続き,  ともすれば近著対談「虫捕る子だけが生き残る (奥本大三郎' 池田
清彦共著) 」をtlj彿させるが, 内容はかなり異質である. それはもちろん, 対談相手である河野和男氏の存在に
よるところが大きい. お二人の軽妙な語り口にっられてっい読み飛ばしがちになるが, ときおり見せる河野氏
の鋭い突っ込みに思わずドキリとさせられ, 物腰柔らかに受け答えする養老氏はけれど少しも引いてはいな
い. 本書は虫屋の楽しい対談という一面もあるが, 一本の見えない吟線のごとき緊張が全編を質いているので
ある.
ところで共著者の河野氏は甲虫屋には馴染みの深い人である.  名著「ヵブトムシと進化論: 博物学の複権」
を読まれた方も多いだろうし, 同書に先立ちその試論が月刊むし誌上にもたびたび掲載されてきた.  ご専門は
育種学であjが, カブトムシ・ クワガタ ムシを始めとする甲虫類の国内数のコレクターでも る. の豊力、

な標本を背景に展開される, カフトムソやクワカタムン雄の多型現象における種内変異と種間変異の平イ了性に
端を発した進化理論はたいへん興味深い.
第l部の中心テーマとなる生物の進化はこの河野理論がほぼ全面に展開する. 河野氏は, 甲虫の多型に見ら
れる種内変異を支配する 「発生プログラムは」属のような高位類分類群の「系統発生制約として強い力を持っ
ている」という. 「高位分類群は新しい発生プログラムのi整得によって生まれ, それは進化可能性の枠組みと制
約でもって性格づけられる存在」と定義される. いっぼう養老氏は内部選択説に関するコラムのなかで, (進化
に関わる) 新しい変異を持つ遺伝子が排除されないためには, その他すべての適伝子と 「発生過程において強
調できなければならない」 と指摘する. 外部選択よりも前に強い内部選択圧がかかるというのである. 進化を
(外部からの) 自然選択による適伝子頻度の変化ととらえるネオダーウィニズムとは真っ向から対時する意見
である. いっぼう, 第 II部のテーマである日本の自然史と文化についても, 不思議と強い親和感を覚えるのは,
第1部で述べられた進化という生命史と私たちの自然観が対をなすという視点で語られているからだろう・(東京都国分寺市)
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0木下富夫・ 虫ばかりの人生
8 月30日深夜, 尋常でない寝苦しさから目覚め
た私は, 機帯電話に残された留守録で, 木下富夫さ
んが急逝されたことを知った. 死因は心臓付近の動
脈瘤破裂か血管内壁剥離と判然としていないが, 苦
しみ出してすぐに心肺停止状態に陥った. ほとんど
即死状態であったという.  享年61 歳.  虫ばかりの
人生を生き急いだ木下オヤジの, それにしてもあま
りにも唐突で早すぎる幕引きであった.
奇しくもォヤジの命日となったその日は, 恒例の
神奈川昆虫談話会の例会が箱根で開かれていた. 虫
友がゲストスピーカーと間いていたうえ, 久しぶり
に親しい仲間と話をしたいので, 私は出席するのを
とても楽しみにしていた. 当然ながらオヤジとも
ビ ールを飲むことになるだろう.  ところが, 直前ま
で続いた会議会合の疲れがひどく , 当日の昼になっ
て急連出かけるのを取り止めてしまったのである.
そのせいか, オヤジが例会の席で突然倒れたという
話は, 私にはとても速くで起きた空事には思えな
かった. 会場から担がれソファー寝かされたオヤジ
の脂汗が滲む苦しそうな顔さえも, まるで現実に見
てきた光景のように眼に浮かんだのである.
思えば, オヤジと始めて会ったのは御岳山の尾根
筋だった. それは30年以上も前であるにもかかわ
らず, 不思議と鮮明に覚えている. 暗天の8 月初め
の日曜日であった. 満開のノリゥッギでヒメヨツス
ジハナカミキリを採っていた私は, 当時30歳そこ
そこであろうオヤジに声をかけられた. 昨日この近
くでソポリンゴカミキリらしきものを採ったこと,
日原で先週パチピドニアを採ったことなど話してく
れた. 浅学無知の私はソボリンゴが関束地方で採れ
ることや, ましてパチピドニアというパチンコのよ
うな名前の虫は知らなかったので, ただただ恐れ入
るばかりであった. 後日, なぞの虫はパキピドニア

pachypidoma= ヒゲブトハナカミキリの異読であ
ることに気づいたが, その時代, 本種がカミキリ屋
の垂涎の的であったことはいうまでもない.
オヤジは第一印象からして正しく採集の名人で
あった. 虫屋は何を差し置いても珍品をたくさん採
ることが一番エライのであるから, 採集がへタクソ
と謗られる私にとっては, いっまでたっても雲の上
の先生であった.
そのオヤジの最大かつ象徴的な功績はやはり, 珍
品の誉れ高いオオトラカミキリの採集に止めを刺す
だろう.  もとよりその解明にはほかのカミキリ屋諸
兄も関わったはずであろうが,  この際ヶチなことは
言うものでない. 「オヤジといえばォォトラ」, 何と
も語呂合わせがよいから, それでいいのだ. 私もそ
の恩恵に預かり, たしか学位授与の記念にと秘蔵の
産地のワンペアを直々 に頂戴したことがある. その
祝いの席で, 治療中とはいえ前歯全部がすっかり抜
けたオヤジは, 私とカミさんに向かって猛烈につば
きを飛ばしながら激励の言葉を述べられた. 私の肩
を揺さぶりながら熱く語りかけていた, あの酔いど
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写真 ブナの立枯れでセアカハナカミキリを採った直
後の木下富文-さん.  2009 年8 月2 目,  群馬県
武導山. 伊藤弥寿彦搬影.

れ顔が忘れられない.
今年の正月にオヤジから来た年賀状には, 踊るよ
うな筆跡で 「群馬のアメイロやろうな! 」 と書いて
あった. 数年前に群馬県上野村で採集されたェソア
メイロカミキリのことである. 本種はロシア沿海州

から記載され,  日本では道東から1980年代初めに
記録された. それが最近になって本州中部で発見さ
れたのである.  これまで堀口徹が夜間採集の幕に飛
来した2 個体を採集しているだけで, その後, 追加
個体を狙って同地を訪れた私たちはことごとく機を
外したのであった.  この仲間の幼虫はトネリコ類を
食べることが知られている. 私たちは万全の体制を
整えて, 上野村の谷筋に自生するトネリコ属のシオ
ジに狙いを定め, 幼虫採集で多数の標本を得ようと
目論んだのであった. 今年の5 月中句, 総勢6 名で
上野村に乗り込んだ私たちは本種の再発見に鋭意努
めたのであるが, 残念ながら結果は完敗. エソ'アメ
イ口であろうと後生大事に持ち帰った食害材から
は, 似ても似つかないフタモンアラゲカミキリが
次々 に羽化してきたのである. 当然のことながらオ
ャジは悔しがった. この7 月1 日に, とある祝賀会
で会った折には, 来年こそは必ず雪辱を果たすと約
東してくれたが, それももはやかなわぬ夢となって
しまった.
陽は山影に沈もうとしていた. 風は凪いで夕間が
すぐそこまで迫りつつあった. 遠くの杉林から残夏
を惜しむように蝉時雨が聞こえていた. あのとき天
上に召されるオヤジは, 不謹慎にも束の間の殺生を
楽しんだのではないか. 季節はまさに大好きなオオ
トラカミキリに頃合でる. オヤジは身軽になった体
を構の樹冠に漂わせながら, ほどなく特大の雄を仕
留めたに違いない. そして, ひときわ高くそびえる
梢にどっかと胡坐をかくと,  したり顔で下界を見下
ろしていたのである.

(東京都国分寺市, 新里 達也)
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北海道渡島半島におけるキポシツブゲンゴロウの採集記録

岡 田 亮  平

Collecting records of J,apanolaccophitus mpponensis in
Oshima Peninsula, Hokkaido

Ryohei OKADA

キボシツブケ ンゴロウ fapanoiaccop加i gs  mpponensis  (KAMIYA)  は,  ケ'  ンゴロウ科 Dytiscidae  ッブゲンゴ
ロウ亜科Laccophilinaeキポシッブゲンゴロウ属J,apanolaccophilusに属する1 属1 種で,  日本固有種である
(森・ 北山, 2002). 本種の分布は局地的であり, 北海適では道北の豊富町, 道東の美幌町と白様町, および道
南の黒松内町で記録があるものの (堀ら, 1999; 山川, 2004; 藤原ら, 2007), 現在までに知られている産地は
極めて少ない.
筆者は, 従来記録のなかった適南の渡島半島 (黒松内低湿地帯以南) にて, 本種を多数採集しているので報
告する.

8exs., 渡島支庁長万部町 国雑川支流茶屋川,  12. X 2008 (Fig.1)
2 exs., 渡島支庁長万部町 茂訓縫川, 21. V 2009
8exs., 輪山支庁今金町 後志利別川支流珍古辺川, 12. X 2008
4 exs., 恰山支庁今金町 後志利別川支流下ハカイマップ川, 12. X 20087
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Fig 2. 採集地 (Local it ies of Japanotaccophitus mpponensis in Oshima Peninsula, Hokkaido. l , Chaya riv; 2,
Mokunnui riv ; 3. Chinkobe ri v ; 4, Sh imohaka imappu ri v ; 5, Hosokomatazawa ri v ; 6, Manntarozawa
riv ; 7, Higashimata riv ; 8. 0kamaya riv; 9. 0hira riv; 10, Higashinakana riv; l l, Chirichiri riv ; 12,
Minagoya r iv )

(環境省, 2006). さらに, これら20種のうち, 河川に生息すると考えられるゲンゴロウは本種を含め2 種の
みである.  また, 本種は北海道のレッドデータブックにおいても希少種(R) に指定されており, 本種の生息地
が環境の変化を受けやすい細流であることからも, 本種の生息環境の保全には十分注意を払う必要がある. そ
のため, 今後は分布調査を継続して行なうことに加え, 本種の生態の解明にも努めていきたいと考えている.
末筆ながら, 本種の生息環境および採集方法についてご教示頂き, 本稿をご校関して頂いた吉富博之氏に深
く感謝申し上げる.

参考文献

藤原Ir - ・ 吉田峰規, 2007. 適東で採集した注目すべき水生甲虫2 種の記録, 月刊むし, (481 ): 45.
堀 繁久・ 上手雄置・ 川原 進,  l999.  キポシップケ' ンコ'ロウ Japanotaccophihis mpponensis (KAMIYA) の道東からの記録

(Dy tiscidae, Coleoptera), Jezoensis. (26): 101.
環境省, 2006. 改l「 ・ 日本の絶滅のおそれのある野生生物一 レッドデー タブック一5 足虫類: 181.
森 正人・ 北山 昭, 2002. 改訂版図説日本のゲンゴロウ. 231 pp. 文一総合出版.
山川雄大, 2004. 北海適黑松内町からキポシツブケ ンゴロウを記録, 月刊むし, (397): 42-43.

( 〒041 -8611 北海道函館市港町8-1 -1   北大水産院魚類体系学教室)
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茨城県におけるバッキンガムカギァシゾウムシの採集例

吉 武 啓

ソ ウムシ科ヵギァシゾウムシ亜科に属するバッキンガムカギァシソ ウムシ ago g s加 c ｽzngham z  (写真l
は, 0'BRIEN& MoRIMoTo(1994) によって記載された種である. 近似種が多いために種レベルでの同定が困難
な日本産ヵギァシソウムシ属にあって, 顕著に細長い体を有する本種は同定が大変容易である.

0'BRIEN& MoRIMoTo(1994) によると, B buckinghamiの寄主は浮集植物の l 種であるガガブタ Nymph-
oides indica (L) KuNTzE ( ミッガシワ科) で, その葉柄内部から蛹が採集されたと言う.  また, 本種は, その
記一繊時に本州 (千葉県, 愛知県, 京都府, 兵庫県) および九州 (宮崎県), ベトナムから記録されているが, そ
れ以降は兵庫県における採集例 (沢田, 2002) 以外に追加記録はないようである.
最近, 者は茨城県においてB. buckinghami を採集する機会に恵まれた. 本種の分布を知る上で重要な記
録と思われるので, 若干の生態的知見と共にここに報告する.

11 頭, 次城県かすみがうら市中志筑, 標高20m, 20. vi 2009, 吉武 啓・ 中原直子採集 (農環研所蔵 虫標
本番号 24-0465107 ~24-0465117) ; 15 頭, 同地, 4. vi l 2009, 吉武 啓・ StoveR. DAVIS採集 (農環研所蔵
昆虫標本番号24-0465092 ~24-0465106) .
採集地 (写真2) は良好なガガブタ群落がある農業用貯水池である. 筆者が訪れた2009 年6 月下旬と7 月
上旬には, 水面に浮かんだガガブタ葉上に多数のB buckinghamiの成虫が見られ (写真3), 活発に歩き回る
様子や摂食・ 交尾行動を確認できた.  また, 成虫は水に1・れることを全く わず, 水際で摂食したり, 植物体
を伝って水中を移動したりしていた. 試みに何個体か水面に落として見たが,  イネミズソウムシなどに比べる
と水泳達者とはお世辞にも言えず, むしろ陸生ソウムシ同様,  もがきながら前進して何とか漂流物にしがみつ
くのが精一杯,  という感じであり, Bagous limosus (GYLLENHAL, 1827) やB cauifrons LECoNTE, 1876, B
amer icanus LECoNTE,  l 876 で報告されているような水面直下を犬掻き (“dog-paddle” style) で泳ぐ行動
(ANGUS, 1966; MEINER, 1970; 0'BRIEN & MARSH-
ALL, 1979) は観察できなかった. 0'BRIEN & MAR-
SHALL(1979) は 「水面直下の犬掻き」 がカギァシソ'
ウムシ類の典型的な水泳行動と述べているが, 沈水
植物ではなく , 水面を覆うように群落を形成する浮
葉植物を寄主利用する種の中には, 本種のように泳

写真1. バッキンガムカキ'アシソ ウムシ

写真2.  生息環境 (次域l事かすみかう ら市)

写真3.  ガ力 ブタの集上を歩行中の成虫
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ぎ下手なものが少なからず存在するのかも知れない. Bagous buckinghami の寄主植物であるガガブタは, 環
境省RDB準絶滅危惧(NT),  茨城県RDB危急種に指定されており,  他の水生植物と同様に国内各地で保全活
動が行われている. 一方, 沢田(2002) がB buckinghami と共にカギァシソ'ウムシ属の不明種をガガブタから
得ているように, ガガブタ依存の植食性民:.虫相が十分に解明されているとは言い難いのが現状である. 今後,
ガガブタとその関連.尾虫に対する包括的な保全対策を可能にするために, ガガブタ群落における昆虫相調査を
各地で行う必要があるだろう.

引用文献

ANGUS, R. B., 1966. A note on the s、 imming of Bagous limosus (GYLLENHAL) (Coleoptera: Curcu lionidae). Entomolog ist 's
Monthly Magazine, lei: 202.

MEINER, J.J., 1970. ModaIite natatoi r chez Bagous timosus GYLLENHAL (Coleoptera: Curcuiion idae). ComPtes rendus
hebdomadaires dos Sea,tees do 1'Academic, sorte D, Sciences Nlatureltes, 270: l l 38-1140.

0 'BRIEN, C. W. & G. B. MARSHALL, 1979. U. S. Bagous, bionomic notes, a new species, and a new name (Bagoin i,
Eri rhininae, Curcul ionidae, Coleoptera). The Southωestern Entomologists 4:141-149.

0'BRIEN, C. W. & K. MoRIMoTo, 1994. Systematics and evolut ion of weevils of the genus Bagous GERMAR (Coleoptera:
Curculionidae) 11. Taxonomic treatment of the species of Japan. Esakia, (34): 1-74.

沢田佳久,  2002.  商一野ヶ原のカギァシソ ウ類.  http: , www.geocities.jp/natureland7869/bagous/bagous.htm
(農業環境技術研究所)

0福岡.!果におけるムツポシマルハナノミの採集記録
近年,  YosHIToMl (2005) によって日本産マルハ
ナノ ミ科の概要がまとめられ, 64 種が報告された.
これによると, ムツボシマルハナノ ミ Prionocyp-
1ion sexmaculatus LEWISは北海道から屋久島に至
るまでの広範囲に分布する. 本種は, 鮮やかな種色
に黑紋を呈する顕著な種として知られているが, 全
国的にみて記録が少ない. 九州も例外ではなく ,  こ
れまで本土では大分県のみで確認されているようで
ある (三宅武氏私信).
筆者は福岡県で採集された本種を検する機会に恵
まれたので, 以下に報告しておきたい.

1 ・  福岡県田川郡添田町英彦山 (標高 640  m地

l 2

点), 19-27. V 2008, 三田敏治・ 佐藤信率南採集・ 筆
者保管.
本個体は九州大学農学部付属彦山生物学実験施設
周辺におけるマレー ズトラップで得られた.  このト
ラップは2008 年4 月から10月まで設置され, お
よそ l 週間ごとに回収された. 継続的な調査で得ら
れた甲虫類の大部分は筆者が検したが, 本種は l 個
体のみで, 当地においての個体数はかなり少ないよ
うである.
トラップ設置場所は, 片側を群生するササに囲ま
れており,  もう片面は開けた草地となっている. な
お, 付近にはヤブッバキやヤブニツケイ,  シイ等の
照葉樹が自生しているほか,  クリ等も植樹されてい
る.
末筆になるが, 費重な資料を提供して下さった三
田敏治氏, 佐藤信輔氏 (九州大学), 分布についてご
教示して下さった三宅武氏 (大分昆虫同好会) に厚
くお礼申し上げる. また, 本報の校関をして下さっ
た丸山宗利博士 (九州大学総合博物館) にも謝意を
表する.

参考文献

羽田率吉, 2009. 傾山系における甲虫2 種の採集記録. 二
_のむし, (47): 102.

高橋泰美, 2007. 岩手県のムツポシマルハナノミの記録.
月刊むし, (431):47.

吉田置大・ 安達誠文, 2007. 西日本におけるムツポシマル

ハナノミの採集記録. 月刊むし, (450):59-60.
YosHIToMI, H., 2005. Systematic revision of the family

Scirtidae of Japan, wi th phylogeny, morphology
and bionomics(Insecta: Coleoptera, Scirtoidea).Jpn.
J. syst. Ent. Monog. Ser 3: 1-212.

( 九州大学農学部,  山本周平)
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キスジツツホソミッギリゾウムシの追加記録と生態的知見

吉武 啓・ 槙原 寛・ 久保田義則

キスジッ ッホソ ミ ッギリ ソ' ウムシ Ca11ipareius (Caltipareius) miyakaωat は, MoRIMoTo (1979) によって
伊豆諸島三宅島産の標本に基づいて記載された種であり, 近似のアカッッホソ ミッキ リソウムシとは触角の第
9 ・10節が幅広く , 吻が長くて扁平なことで容易に区別できる. 珍種の多い日本産ミッギリソウムシ科の中で
も本種は極めて稀で, 原記載以降の記録はほとんどなく, 森本(2008) は“三宅島の阿古と南東林道で1978 年
5 月に採集された5 頭で記載したもので, 宮川氏と大熊氏はその後これらを採集した結れ木を含めて14 回に
及ぶ採集で努力したが採れていない” と述べている. 最近, 筆者らは本種の標本を検する機会に恵まれただけ
でなく , 生態的知見を得ることができたので, 貴重な記録としてここに報告する.

3 頭, 東京都三宅島火の山林道上部, 」ヒ總34°05' 45″3, 東経139°32'55″5, 標高250 m, 27. i v.-2. vi 2005,
棋原採集, 吉武保管 (写真1); 13頭, 鹿児島県屋久島トイモ岳, xii 2004, 久保田材採取, 18. xii 2004-4.1.
2005, 羽化脱出/割り出し, 吉武保管.
三宅島産に関しては,  2 頭は品り下げ式黄色トラップによって,  1 頭は同黒色トラップによって得られたも

写真1. キスジホソツツミッキ' リソウムシ.
写真2. 三宅島における生.a環境 (火のIll林適上部)
写真3.   屋久島における生.a環境 ( トイモ岳中a更).
写真4. トキワカ'キ枯木上の成 (屋久島産).

- 13 -



甲虫ニュース 第167 号 (2009 年9 月)

のである. 採集地はスダジイとタブの優先する森林地帯であり, 当時は雄山の噴火による火山ガスの影響で全
ての樹木が枯死寸前の状態にあった(写真2). 吊り下げ式トラップは, 誘引剤として50% エタノール溶液30
を入れた上で, 木々 の間に紐を渡して地上1 mに設置した. なお, 現在では採集地の樹木は完全に死滅して
まったことを付記しておく. 屋久島産は, 南東部のトイモ岳中腹(標高約200 m地点) の椎が優先する広葉
樹林内(写真3) で採取したトキワガキDiospyros momsiana HANCE( カキノキ科) の枯木より羽化脱出した
個体または割り出した個体 (写真4) であり, 同材からは検視標本の他にも数十頭が羽化脱出している (久保
田, 2006).
今回, 屋久島においてキスジッッホソミッギリソ'ウムシがトキヮガキを寄主植物とすることが初めて確認さ
れたが, 本種が複数樹種を寄主利用する可能性も十分ある. 本種の分布や生態を解明するためにさらなる調査
が望まれる.
末筆ながら, 植物を同定して下さった田金秀一郎氏に厚くお礼申し上げる.

引用文献

久保田義則, 2006. キスジッッホソミッギリソウムシの採集記録. SATSUMA 56 (135): l26-128・
MoRIMoTo, K. lg7g. Descrjptjons of two new species of the family Brentidae(Coleoptera). ESakia, (14):25-30・
森本 桂, 2008.  ミッキ' リソ'ウムシ科研究入門(1). 月刊むし, (443):4- l6.

(吉武: 農業環境技術研究所)
(換原: 森林総合研究所)

(久保田: 鹿児島県屋久島町)

0コプヒメゾウムシの佐資県における記録
コ ブ ヒ メ ソ ウ ム シ harc idoOans miyamotoi

MoRIMoT0 & YosHIHARAは福岡県古処山で宮本正
一博士によって採集された唯1 頭の雌の標本を基
に, 1996 年に新属新種として記載されたものであ
る. 極めて稀な種の様で, その後本州から1 例が採
集されている. 尚, 本州の採集例はウェブ上で県名
だけが公表されている. 筆者は佐賀県の離島におい
て本種の雄を採集したので写真と雄交尾器の図と共
に記録しておく .

l f , 佐賀県唐津市高島, 10.V 2009, 城戸克弥採
集 ・ 保管.
高島は,  唐津市の北3kmの洋上にある周囲3 km,
標高170 mの台形型の小島で, 中腹から上はマテ

1 4

バシイの森林となっている. その森林の中で叩き網
を使って採集したが, ホストは不明. 末筆ながら,
本州の記録についてご教示下さった伊澤和義・ 的場
績の両氏に心から感謝申し上げる.

引用文献

MoRIMoT0, K. & K. YosHIHARA, 1996.On the Gene「a of
the Oriental Baridinae (Coleoptera, Curculionidae).
Esakia, (36): 1-59.

(福岡県大野城市,  城戸克弥)
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沖縄島の河川における水生甲虫相

林 成多・ 藤原淳一・上手雄貴

No. 167 (September 2009)

Lotic and riparian Coleoptera of Okinawa-jima, Ryukyu, Japan

Masakazu HAYAsHI, Jun' ich i FUJIWARA and Yuuk i KAMITE

沖組島の河川に生息する水生甲虫類は, 佐藤(2003) によってまとめられている. しかしながら島内の個々 の
河川における分布状況についてはまとまった資料がなく , 開発による生息地減少の現状など, 保全のために必
要な情報はきわめて不十分である. 沖縄県版のレッドデータブック (RDB) によると, オキナワオオミズスマシ
やオキナワマルヒラタドロムシが「未決定種」 として掲載されている (沖縄県, 2005). RDBは行政による野
生生物保全の基礎資料となり,  ときには採集規制の根拠ともなることから, より的確なランク指定のための情
報の蓄積や掘り起こしが不可欠である.
筆者らはこれまで沖縄島の河川での調査を行ってきた. 調査地は筆者らの居住地から速方にあるため, 限ら
れた地域・ 日程での調査となり, 得られる種も当然限られてくる.  しかし, 普通種を含め多くの種の記録がほ
とんど公表されていないことから,  この機会に, 過去の文献記録も含めてまとめてみることにした. 今後の調
査研究のための基礎的な資料となれば幸いである.

各種の記録

本報告では, 幼生期または成虫期において, 河川の流水中や水面, 川辺に生息する種を対象とした. また,
水の・ij-みだしゃ流水のしぶきによって1需れた岩盤に生息する種も含めた. ただしハネカクシ科については, 筆
者らの専門外であることから除外している. 記録は以下のように区分した.
【文献記録】文献の記録を3 っに区分した: **, 原記繊に掲載されているもの. ホロタイプまたはタイプ ' シ
リーズの産地として沖 島を含む文献; *,  採集データが掲 されている文献; 印がないものは図鑑・ 目録・
チェックリストなどで沖縄島が分布として掲 されている文献.
【採集記録】筆者らの未公表の記録を収録した. 同じ地点や採集者が重複するデータについては, 適宜省略を
した. なお, 採集者が筆者らの場合は以下の省略形とした: MH (林), JF (藤原), YK (上手).

ゲンゴロウ科 Dytiscidae
1. フタキポシケシゲンゴロウ A uopachna bimaculata (M. SAT0, 1972)
【文献記録】SAT0, (1972)**; 佐藤(1985,1998,2003); 大桃・ 高橋(2007)*.
【採集記録】 7 exs., 国頭村大国林適比地川上流, 9. 11.2002, MHleg;2 exs., 比地川上流,  11. ix 2005, MH

leg;3 exs., 名護市源河源河大川の支流,  11. 111.2009, JFleg;4 exs., 名護市三原三原福地川,  13. 111.2009, JF
leg.

ミズスマシ科 Gyrinidae
2. オキナワオオ ミズスマシ Dineutus meuyt inslans REGIMBART, 1907
【文献記録】佐藤(1977,1985,1998,2003); 松井(1990)*; 大桃・ 高橋(2007)*. 沖縄県版RDB掲載種.
【採集記録】14 exs., 大宣味村l随1度川, 27. 111.2001, MHleg;10exs., 蘭度川, 21. v 2005, MHle9.; lex., 名
護市源河源河大川の支流,  11. 111.2009, JFleg;4 exs., 国頭村宇良川, 12. 111.2009, JFleg;10 exs., 名護市三
原ゲー ャ川, 13. 111.2009, JFleg;6 exs., 大宜味村鏡波,  17. v 2007, YK leg;1 ex., 名護市源河源河大川,  16.
v 2007, YK leg.

ダルマガムシ科 Hydraenidae
3. オキナヮ ダルマガムシ Hydraena okinaωaensz's JAcH et DIAz, 1999
【文献記録】 JAcH and DIAz(1999)**; 佐藤(2003).
4. サウタ ケダルマガムシ ( リュウキュウダルマガムシ) Hydraena sautakei JAcH et DIAZ, 1999
【文献記録】 JAcH and DIAz(1999)**; 佐藤(2003); 大桃・ 高橋(2007)*.
5. オキナ ヮ ミジンダルマガムシ Limnebius nakanei okinaωaensis JAcH et MATSUI, l 994
【文献記録】 JAcH and MATsuI (1994)**; 佐藤(1998,2003); 大桃 ' 高橋(2007)*.
【採集記録】2 exs., 名護市源河源河川, l l. 111.2009, JFleg;33 exs., 名護市源河源河大川, l6. v 2007, YK

leg.
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6. ァマミセスジダルマガムシ Ochthebius amami YosHITOMI et M. SAT0, 2001
【文献記録】 YosHIToMl and NAKAJIMA(2005)*.
【採集記録】4 exs., 国頭村宇良川,12. 111.2009, JF leg;3 exs., 国頭村佐手川下流,  12. iii・2009, JF le9

ガムシ科 Hydrophil idae
7. クロシオガムシ Hore1ophopsis hansom M. SATo et YOSHITOMI,2004
【文献記録】SATo and YosHIToMI(2004)**. 河口部に生息することが知られている・

8 オキナワシジミガムシ Laccobzus nakanei GENTILI, 1982
【文献記録】GENTILI(1982)**; 松井(1990,1991)*; 佐藤(1998,2003); 上手(2007); 大桃' 高橋(2007)*・
【採集記録】4 exs., 名護市源河源河川,  11. 111.2009, JFleg;4 exs., 国頭村佐手川下流, 2・ iii・2009, JFle9・;

5 exs., 国頭村半地比地川下流,  l2. 111.2009, JF leg; l24exs., 名護市源河源河大川,  l6. v・2007, YKle9・; l7
exs., Taira, Nago City, 1. vi 2000, Y. SuGIURA le9.

g.  リュゥキュウッヤヒラタガムシ Agraphydrusryukyuensis(MATSUI,1994)
= リュゥキュウチビヒラタガムシ Enochrus ryukyuensis MATSUI
【文献記録】MATsuI (l994)**; 佐藤(1998,2003); 大桃 ' 高橋(2007)*.
【採集記録】1 ex., 名護市源河源河大川,  16. v 2007, YK le9.

10. オキナヮマルチビガムシ Pelthydrus okmaωanus NAKANE, l982
【文献記録】NAKANE(1982)**; 佐藤(2003); 大桃・ 高橋(2007)*; 藤原 ' 山下(2009)*・

マルハナノミ科 Sc irt idae
l t . ケシマルハナノ ミ Hydorocyphon satoi YOSHITOMI, 2001
【文献記録】 YosHIToMI (2005)*.

l 2. ニツポンチ ビマルハナノ ミ Cyp1zon m'ppom'c gs  YOSHITOMI ,200
【文献記録】 Yoshitomi (2005)**.

ヒラタドロムシ科 Psephenidae
13. キムラマルヒラタドロムシ (オオシママルヒラタドロムシの亜種) Eubrianax amamienSiSkimu「on LEE,

YANG et M. SAT0, 2001
【文献記録】 LEEeta1. (2001)**; 吉富・ 佐藤(2003); 林(2009)*

14. オキナヮマルヒラタ ドロムシ Eubriana:lc 1oochooensis NAKANE, 1952
【文献記録】NAKANE(1952)**; SAT0(l965, l976)*; 佐藤(1985); 吉富' 佐藤(2003); 林(2009)*. 沖縄県版

RDB掲繊種.  上流域に生息するキムラマルヒラタドロムシと異なり,  中・ 下流の泥質分の多い環境に生息す
る.
15. ォキナヮチビマルヒケ'ナガハナノミ Macroeubria okinaωana LEE, YANG et M. SAT0, l 997
【文献記録】LEE et al. (1997)**; 吉富・ 佐藤(2003); 林・ 中島(2007)*; 林(2009)*.

ナカドロムシ科 Heter oceridae
16. タテスジナガドロムシ Heterocerus fenestratus THUNBERG, 1784
【文献記録】佐藤(1985).

ナガハナノミ科 Ptilodactyl idae
17 ェダヒゲナガハナノ ミ沖細島亜種 Ephitichas fatbeuatus okinaωaensis M. SAT0, 1968
【文献記録】 M. SAT0(1968**, 1983); 佐藤(1985).

ドロムシ科 Dryopidae
18.  リ ュ ゥキュ ゥムナビロツヤ ドロムシ (ムナビロツヤドロムシの亜種) ElmomorPhus bre11iCO「niS amami-

ensts NOMURA, l959
【文献記録】 sAT0(1965*,1977a); 佐藤(1985,1998,2003); 大桃' 高橋(2007)*.
【採集記録】 5 exs., 名 市源河源河大川の支流,   11.111.2009, JF leg; 9exs., 名護市大浦大浦川,   13・iii・

200g, JF; ;1 ex., 名護市三原ゲーヤ川,  13. 111.2009, JFleg;7 exs., 名護市三原三原福地川,  13. 111.2009, JF
leg;2 exs., 名 市源河源河大川上流, 14. 111.2009, JFleg;3 exs., 名護市源河源河大川, 16. v 2007, YK le9・;
2 exs., 名護市大川大浦川,  18. v 2007, YK leg.
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ヒメ ドロムシ科 E lmidae
19. アカハラアシナガミソ' ドロムシ Stenelmi s h isamatsu i M. SAT0, 1960
【文献記録】SAT0(1965*,1977b); 佐藤(l985, l998,20039; 大桃・ 高橋(2007)*.
【採集記録】 41 exs., 国頭村佐手川下流,  22. v 2005, MH leg;9 exs., 東村字出那翻,  19.-22. v 2005, MH

leg;15 exs., 柬村古島川上流,  15. xi 2006, 萩原一貴leg.;1 ex., 古島川下流,  15. xi 2006, 萩原leg.;4 exs.,
古島川上流, 14. 11.2007, 額原leg.;3 exs., 大宜味村平南川上流, 16. xi 2006, 萩原 leg;22 exs., 平南川中流,
16. xi 2006, 原 leg.;1 ex., 平南川1、一流,  16. xi 2006, 萩原 leg;2 exs., 平南川中流,  14. 11.2007, 萩原leg;
2 exs., 平南川下流,  l4. 11.2007, 萩原leg.;11 exs., 恩納村志嘉座川上流, 24. xi 2006, 萩原leg.;6 exs., 恩納
村志嘉座川中流, 24. xi 2006, 萩原 leg.;2 exs., 恩納村志嘉座川下流, 24. xi 2006, 萩原 leg.;1 ex., 名護市源
河源河川,  11. 111.2009, JFleg;1 ex., 名護市源河源大河川の支流,  11. 111.2009, JF leg; ;2 exs., 国頭村宇良
川, 12. 111.2009, JFleg;11 exs., 国頭村佐手川下流, 12. 111.2009, JFleg;4 exs., 国頭村半地比地川下流, 12.
111. 2009, JF leg; l5 exs., 名 市大浦大浦川,  13. 面. 2009, JF; l2 exs., 名護市三原ゲー ヤ川, 13. 111. 2009, JF
leg;42 exs., 名護市三原三原福地川, 13. 111.2009, JFleg;31 exs., 名 市源河源河大川上流, 14. 111. 2009, JF
leg;4 exs., 名護市源河源河大川,  14. 111.2009, JFleg;8 exs., 名護市源河源河大川,  16. v 2007, YK leg;33
exs., 名護市大川大浦川,  18. v 2007, YK leg; lex., 国頭村字良宇良川,  17. v 2007, YK le9.
20.  リュウキュウアシナガミゾ ドロムシ Stene imz's ayas加' i M. SAT0, 1999.
【文献記録】SAT0(1999)**; 佐藤(2003); 大桃・ 高橋(2007)*
【採集記録】  2 exs., 国頭付佐手川下流,  22.v 2005, MH leg; 4ex., 国頭村大国林適比地川上流,   11. ix.

2005, MHleg;2 exs., 名護市源河源大河川の支流, 11. 111.2009, JFleg;1 ex., 国頭村宇良川, 12. 111.2009, JF
leg;2 exs., 名護市三原三原福地川,  13. 111.2009, JF leg; 13 exs., 名 市源河源河大川上流,  14. 111.2009, JF
leg; lex., 名 市源河源河大川,  l4. 111.2009, JF leg; 5exs., 名護市大川大浦川,  18. v 2007, YK le9.
21 オキナワミゾ ドロムシ (アマミミソ' ドロムシの亜種) Or do b reυIa amamiensis Okinaωat la NOMURA,

1959
【文献記録】NoMuRA(1959)**; SAT0(l965*,1977b); 佐藤(l985,1998,2003); 林 ' 中島(2005)*; 大桃 ' 高
橋(2007)*.
【採集記録】24 exs., 国頭村佐手川下流, 22. v 2005, MHleg; lex., 東村宇出那 , 19-22. v 2005, MH le9.;

1 ex., 大宜味村平南川下流,  16. xi 2006, 萩原一貴leg.; 2 exs., 名護市源河源河大川,  16. v 2007, YK le9.; 5
exs., 名護市大川大浦川,  18. v 2007, YK leg;1 ex., 国頭村宇良宇良川,  17. v 2007, YK leg 49 exs., Taira,
Nago city, 1. vi 2000, Y. SUGluRA leg; 1 ex., 0hkuni bridge, 0hkuni Rindou, Kuni9ami Villa9e,2. Vi.
2000, Y. SUGIURAleg.
2 2. ノムラ ヒ メ ドロムシ Nomuraelmis amamiensis M. SAT0, 1964
【文献記録】林・ 中島(2005)*; 大桃・ 高橋(2007)*.
【採集記録】  l ex., 名 市源河源河大川,  14.111.2009, JF leg; 5exs., 名護市源河源河大川の支流, 16・ v・

2007, YKleg;2 exs., 源河大川の支流,  18. v2007, YKleg;2 exs., 名護市大川大浦川,  18. v2007, YKle9.
23. マルナガアシドロムシ Grotiυeuinus suboPacus NOMURA, 1962
【文献記録】SAT0(1977b); 佐藤(1985,1998,2003); 大桃 ' 高橋(2007)*.
【採集記録】 1 ex., 名護市源河源河川,  l l. 111.2009, JFleg; lex., 名護市源河源大河川の支流,  11・ iii・2009,

JFleg; lex., 国頭村佐手川下流, l2. 111.2009, JFleg;13 exs., 名護市三原三原福地川, 13. 111.2009, JFle9・; ;
2 exs., 名護市源河源河大川上流,  14. 111.2009, JF leg;1 ex., 名護市源河源河大川,  14. 111.2009, JFle9・
24. ナガッ ヤ ドロムシ ZaitzeυIa e1ongata NoMuRA, 1962
【文献記録】 sAT0(l965*,1977b); 佐藤(1985,1998,2003)+大桃 ' 高橋(2007)*
【採集記録】17 exs., 国頭村佐手川下流,  22. v2005, MHleg;2 exs., 東村宇出那翻,  19.-22. v2005, MH

leg;1 ex., 国頭村大国林道比地川上流,  11. ix2005, MHleg;13 exs., 東村古島川上流,  15. xi2006, 萩原一
置leg.;6 exs., 古島川中流,  15. xi 2006, 萩原leg.; l2 exs., 古島川下流,  15. xi2006, 萩原1e9.;3 exs., 古島
川上流, 14. 11.2007, 萩原leg;1 ex., 大宣味村平南川上流, 16. xi 2006, 萩原leg.;9 exs., 平南川中流, l6. Xi.
2006, 萩原leg;6 exs., 平南川下流,  16. xi 2006, 萩原leg.;9 exs., 平南川下流,  14. 11.2007, 萩原Ie9.;1 ex.,
平南川中流,  14. 11.2007, 萩原leg;3 exs., 恩納村志嘉座川中流, 24. xi 2006, 萩原leg;28 exs., 名 市源河

源河川,  l t. 111.2009, JFleg;1 ex., 名護市源河源大河川の支流,  11. 111.2009, JF leg;4 exs., 国頭村佐手川下
流, 12. 111.2009, JFleg;8 exs., 国頭村半地比地川下流, 12. 111.2009, JFleg; l3 exs., 名護市大浦大浦川, 13.
lji 200g, JF;19 exs., 名護市三原三原福地川,  13. 111.2009, JFleg; l3 exs., 名護市源河源河大川上流,  14. 111.
200g, JFleg; l ex., 名護市源河源河大川, 14. 111.2009, JFleg;13 exs., 名護市源河源河大川, l6. v2007, YK
leg;14 exs., 名護市大川大浦川,  18. v 2007, YK leg;5 exs., 国頭村宇良字良川,  17. v 2007, YK le9.
25. ウェ ノ ッヤ ドロムシ Urumaelmis uenoi uenoi (NOMURA, 1961)
【文献記録】林・ 中島(2005)*; 大桃・ 高橋(2007)*.
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【採集記録】 2 exs., 恩納付志嘉座川中流,  24. xi 2006, l火原一置leg; 2 exs., 名 市源河源大河川の支流,
11. 111.200g, JF leg;2 exs., 名護市源河源河大川上流, l4. 111.2009, JFleg;3 exs., 名護市源河源河大川, 14
111.200g, JF leg; 8exs., 名fiat市源河源河大川の支流, 1 6. v 2007, YK leg; 5exs., 源河大川の支流, 18・V

2007, YK leg.

チビドロムシ科 L imn ichidae
26. メダカチビドロムシ Acontosceies yonoz M. SAT0, l966
【文献記録】大桃・ 高橋(2007)*.

マルドロムシ科 Geor issidae
27. マルドロムシ属の一種 Geonssus sp.
【文献記録】大桃・ 高橋(2007)*.

おわ り に

これまでの研究により, 沖組島の河川における水生甲虫相の概要は明らかになっているが,  まだ多くの新発
見が残されている可能性が高い. 島外の研究者が滞在できる日数は限られており,  どうしても良い場所' 良い
時期に集中してしまう. じっくりと腰を据えて調べる必要があり, 今後, 在住者の手によって本格的な調査が
行われることを望みたい.
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( 藤原: 神戸大学大学院農学研究科昆虫機能学研究室)
(上手: 愛媛大学農学部環境昆虫学研究室)

0モグラの果ノ穴の入口部から採集されたマルヒメゴ
モクムシ
マ ル ヒ メ ゴモクムシ Bradyceuus ftmbriatus

BATESは, 外形と色彩の特徴が顕著で同定しゃすい
種で, 本州, 四国, 九州と中国に分布する. 本種は
稀な種であるようで, 筆者はこれまでに信濃川と渡
良瀬川の下流域の河川敷で, 增水後に堆横した座芥
中から少数の個体を採集したことがある (未発表)
だけであり, 本種の本来の生息環境については何の
情報も持っていなかった. 筆者は最近, 貝類研究家
の小泉享詳氏から束京都八王子市で採集された本種
の標本を恵与いただいたが, その採集状況が興味深
いものであったので, 記録しておきたい.

4 exs.,10. v 2009, 東京都八王子市要高尾町 (浅
川神社班ｶ地内 ),  小泉享詳採集・  芳賀馨保管
小泉氏によると, 採集地点は高尾山北範の小仏川
右岸に位置する浅川神社の数地で, 古い時代に北側
の斜面を掘削して造成されたと思われる, 幅約20
mの平坦地である. 北に隣接する斜面にはスギ ' ヒ
ノキが植栽され, モウソウチクが混生し, 地上には
枯れたモウソウチクが放置されていた. 神社数地
は,  舗装されず土壊が露出し,  その上に高さ約30
cmの草本がほぼ全面的に生育していた.  本種は社
殿のすぐそばの地上に多数認められるモグラの果穴
の入口に堆積した土 (いわゆる「モグラ塚」) の表面
の小石下から採集された. モグラ塚は柔らかい土壞
で形成され, そこだけ草本が生育せず, 土壊の上に
径1 cm前後の小石が複数載っていた. 前日の雨の
ためか, 土壊は非常に湿っていた. 本種は, 小石の
下に隠れており, 2 頭ずつ同時に採集された. 同じ
石下には小型のハサミムシ (幼生? ) が多数集合し
ているのが観察されたが, 本種はハサミムシを避け
るように少し離れた位置にいた.  この日小泉氏は,
陸貝類を採集するため神社效地内の地表をくまなく
観察したが, 本種はモグラ塚以外では発見できな
かった. ただし, 全てのモグラ塚から本種が発見さ
れたわけではなく, モグラ塚の総数と比較すると,
たまに発見できるというくらいの感覚であった.

写真1.  八 I 「一市要高尾町のマルヒメゴモクムシ採集
環境.

今回報告するように, 本種がモグラ塚上の小石下
だけから複数採集されたというのは興味深い事実
で, 本種が特殊な環境に適応している種であること
を示唆することかもしれない.
末筆ながら, 貴重な標本と, その採集環境に関す
る詳細な情報を提供してくださった小泉享詳氏 (東
京都世田谷区) に厚くお礼申しあげる.

(埼玉県さいたま市, 芳賀 )

l g -

昆虫学研究器具は「志資昆虫」へ
日本ではじめて出来たステンレス製有頭i ･虫
針00, 0, l, 2,3,4, 5,6 号, 有頭ダブル針も出来
ました。 その他, 採集, 製作器具一切豊富に取
り揃えております。
〒142-0051 東京都品川区平塚2 丁目5 番8 号
郵便振替 00130- 4-21129
電 話 (03) 5858-6401 (ムシは一番)
F A X (03) 3784-6464

(カタログ階呈)   (株)志賀昆虫普及社



甲虫ニュース

0西表島でセグロツヤテントウダマシを採集
テントウムシダマシ科Endomychidaeの多くは
菌類と密接に関係する環境に生息する小型・ 微小種
であり, 採集の困難な仲間として知られている (大
桃, 1998). 琉球からは14 種の記録があるが( 束
ら,  2002),  分布状況はあまり明らかになっていな
いようである.
筆者は2009 年春に西表島を訪れた際,  偶然にも
セグロツヤテントウダマシ ycopendt'na nda n-
nea GERsTAEcKER, 1858 を採集した. 琉球からの
本種の記録はトカラ列島, 粟国島, 石垣島に限られ
ているようなので (東ら, 2002),  この場で報告し
ておきたい.

lc,フ' (写真) l ♀, 沖縄県竹富町豊原,3. IV 2009, 山
本周平採集 ・ 保管.
夜間, 街灯のコンクリート製台座上で静止してい
た. 状況から判断して, おそらく灯火に飛来した個
体であろう. ホストはキッネノチャブク口等のホコ
リタケ類であるが, 採集した街灯付近には見当らな
かった.
本種は台湾や中国からも確認されている広域分布
種であるので, 疏球全域に渡って分布している可能
性が高いものと思われる.
末筆になるが, 本報告を校関して下さった丸山宗
利博士 (九州大学総合博物館) に感謝申し上げる.
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(:'L州大学農学部, 山本周平)

0富士山におけるキンオビハナノミの寄主植物につ
いて

富士山南斜面の西臼塚において, 採取したタンナ
サワフタギSymp1ocos coreana (ハイノキ科ハイノ
キ属) の結死木を室内で管理していたところ, キン
オビハナノミVanimorda flaυimanaが羽化脱出し
たので, 寄主植物の記録として報告しておきたい.
詳細は下記のとおりである.
採取場所: 静岡県富士山西臼塚 (標高 l,260 m付
近).
採取部位: 直径20cm, 長さ60cmほどの枯死し
た主幹部.
採取年月日: l996 年5 月
羽化頭数: 2♀(神奈川県立生命の星・ 地球博物館
保管) .
羽化年月日: 1997 年5 月 (横浜市にて).
末筆ではあるが, 寄主植物の記録として発表を勧
められた 神奈川県立生命の星・ 地球博物館の高桑
正敏博士にお礼を申し上げる.

( 神奈川県横浜市,  日下部良康)

0「岡山県 において幹 き採集で得られたテン トウ
ムシ2 種」 への訂正
筆者らが報告した 「岡山県において幹掃き採集で
得られたテントウムシ2 種」 (末長・ 奥島, 2009)
について,  2 箇所に誤りがあったのでお詫びしてこ
こに訂正する.

19 べ一 ジ8 行目 誤: Sukunahiko,Ia→
正: Scymnomorphus

同上 誤: (BEITTER)→正: (REITTER)
ムクゲチビテン トウの属名には従来Sukunahik-

onaが使われていたが, 最近の研究では本属はScy-
mnomorphus属の新参シノニムとして扱われてい
る(SLlplNsKland ToMAszEwSKA,2005). 訂正個所
についてご指摘して下さり, 文献を紹介して下さっ
た埼玉県の 浮洋氏に厚くお礼申し上げる.

引用文献

SLIpINsK I. A and W. ToMAszEwsKA 2005. Revis ion o f
the Australian Coccinellidae (Coleoptera). Part 3.
Tribe Sukunahikonini. Austratian Journal of Ento-
mology, (44):369-384.

末長晴輝・ 興島雄一, 2009. 岡山県において幹w 'き採集で
得られたテントウムシ2 極. 甲 '1.ニュース, 東京,
(165): 19-20.
(愛媛大学農学部環境.昆虫学研究室,  末長P青輝;

倉数市立自然史博物館, 奥島雄一)
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0べニナガタマムシを千葉県船橋市で採集
ぺニナガタマムシ Agrttus υiduus subυiduus

KUROSAWA は1957 年に新潟県津南町で記i校され
た種で, 福島県以南で採集されているが, 産地は局
限されている (大桃. 秋山, 2000). そして, 千葉県
では記録がない種である (千葉県資料研究財団,
2003).  今回, 筆者らは千葉県船橋市の低地林 (標
高30 m) に設置したホドロンを誘引剤をとして取
り付けたFIT トラップで本種を捕獲したので,  こ
こに報告する. なお, データは下記のようである.
また, 同定の労を賜った大桃定洋博士にお礼を申し
上げる.

l早, 船橋市大神保町清掃工場横, 7-22. VII 2009.

写真 べニナガタマム シ 7 m m

参考文献

千葉県資料研究財団編, 2003. T-業In産動物総目録. 千葉
県の自然資料, 378 pp.

大桃定洋・ 秋山黄洋, 2000. 世界のタマムシ図鑑, 341 pp.,
月刊むし社, 東京.

(独・ 森林総合研究所, 複原 a
オックスフォード大, 中村 和)
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0日本産Chondria属 ( テン トウダマシ科) は何種
か
最近,   旧北区のカタログ (2007) Catalogue of

Palaearctic Coleoptera 4. (Edited LOBL & SME-
TANA) が出版されたが,  EndomychidaeはMer-
ophysiinaeをH. W. ROKERと1. LOBLが残りの亜
科をW. K. ToMAszEwsKAが担当している. これに
よると日本産Chondria属は4 種もリストアップさ
れている. すなわちChondria lutea GORHAM, 1887
キイロアシポソテントウダマシと oho,zdna agiizs
ARROW, 1943, Chondria 1ong lPes ARROW, 1943,
Chondria tympattizans ARROW, 1943 である. 後の
3 種が誰によって記録されているか, 調べたとこ
ろ, おかしなことが判明した. Chondria agilisを例
にとると本種のタイプは IR I AN: New Guinea
(NW): Japen I, Mt Baduri, 1,000 ft [305 m], VIII.
1938, L. E. CHEEsMAN (BMNH) と記されている.
Chondrza iongtpesやChondna tympamzansにも
Japen I, Mt Baduri, 1,000 ft [305m] とある.
Japen I, Mt Baduri, とはどこか. 日本ではなく
Dutch New Guinea(Western New Guinea) 今のイ
リァンジャヤなのである.  ここまで来ればおわかり
のように Japanと Japenを間連えたのである. 筆
者もそそっかしいがToMAszEwsKAも同類なので
あろ う .
蛇足だが採集者の L. E. CHEEsMAN (1881-1969)
はイギリスの女性昆虫学者で,  1924 年からマルケ
サス,  ガラパゴス諸島,  ニューギニア,  ニュー ヘブ
リディー ズ諸島など10年以上も各地を調査した.
英国の自然史博物館には寄暗された標本があるとい
う .
結論として日本産のChondria属はChondria

lutea GORHAM, 1887 キイロアシポソテントウダマ
シの 1 種だけだと思っている.
末筆ではあるが,  文献でお世話になった生川展行
氏に御礼申し上げる.

参考文献

ARROW, G. J., 1943. The Endomychid Coleoptera of New
Guinea and neighbouring Islands, 、vith some new
species. The Annals and Magazine of Natural Histo-
ry, 10(11): 128-136.

STRoHEcKER, H. F.. 1978. T he S teno tar sinae o f New
Guinea and Melanesia(Coleoptera: Endomychidae).
Paci fic Insec ts, l9(3-4): 145-164.

ToMAszEwsKA, W. K.,2007. Endomychidae. Catalogue of
Palaearctic Coleoptera4.(Edited LOBL & SMETANA).
pp 559-568. Apollo Books, Stenstrup.

(小田原市,  平野幸彦)
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0福岡県におけるミュキシジミガムシの採集記録と
シジミガムシ記録の訂正
ミュキシジミガムシ Laccobius inopmus は主に
止水域に生息するシジミガムシ属の一種で, 国内で
は本州, 四国, 九州に分布している (上手, 2007).
著者らはこれまで分布記録のない九州北部の福岡県
において, 本種を複数個体採集しているのでここに
報告する.
なお, 井上・ 中島(2009) は福岡県で採集したシ
ジミガムシ L bedeti を紹介しているが,  その後同
所で新たに得られた個体と比較したところ, 検した
個体の交尾器は破損しており,  ミュキシジミガムシ
の誤同定であることが判明した.  ここに訂正すると
ともに, 新たに採集データも示す.

1f1♀, l t. IV 2009. (井上・ 中島(2009) に掲載
した個体) ; 3 3♀♀, 6. VI 2009; 1f 2♀♀, 19. VI.
2009; すべて福岡県上毛町下唐原,  著者ら採集・ 保
管.
採集した環境は水田脇に掘られた浅い素掘りの水
路で,  4 月にはきわめて少なかったものの,  6 月に
は多数の個体が岸際の泥表面や水際を活発に歩行あ
るいは遊泳している様子を観察した. 上手(2007)
によれば本種は西日本で普通とあるが,  これまでの
筆者らの調査から少なくとも九州北部地域での生息
地はきわめて少ないものと考えられる.
末筆ながらシジミガムシ属について種々 ご教示い
ただいた上手雄貴氏 (名古屋市衛生研究所) にこの
場を借りて厚くお礼申し上げる.

引用文献

井上大 ・中島 l事., 2009. 福岡県の水生民虫図鑑. 株式
会社マツモト, 北九州, 195 p.

上手難置, 2007. 目本産シジミガムシ属. .l l虫と自然, 42
(2): 12- 16.

(九州大学工学研究院, 中島 淳)
(北九州高校, 井上大輸)
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KIsH11, T, l999. A check-list of the family Elateridae
from Japan (Coleotera).  Bull. Heian High Selioo1.
Kyoto, (42): 1-144.

(宮古島市,  上地泰藤;
東京都世田谷区,  鈴木 亙)

0本州の力ラカネチビキマワリモ ドキ
筆者らは, 三重県で採集されたカラカネチビ
キ マ ワ リ モ ド キ Tetragonomenes PalPa1oides
(NAKANE, 1963) を検することができたので,  記録
しておきたい. 本種は九州南部から琉球にかけて分
布することが知られていたが,  これまで本州の記録
はなかったものと恩われる.

2 頭, 三重県多気郡大紀町錦, 24. VII 2008, 靑木
淳一採集.
交尾器を含め, 琉球産の本種と区別ができな

い . 本採集地を含む角、走・蜑・ﾝ地域の昆虫相につい
ては, 最近, 詳細な報告書 (生川ほか, 2006) が出
版されたが,  ここにも本種の記録はみられない.
文末ながら, 貴重な標本を提供してくださった青
木淳一博士に感謝したい.

文 献

生川展行・ 市橋 南・ 天春明吉・ 市川 太・ 稲:hヨ政一': ・ 官
能健次・ 前川和則・ 横関秀行, 2006. 熊野灘沿岸照葉
樹林の[11虫類, 熊野灘沿岸照葉樹林の是虫: 63-188.

(三重県津市, 秋田勝己;
大要女子大学, 益本仁雄)

◇学会の発行物 ・ バックナンバー販売委託先◇
昆虫文献 六本脚
〒102-0075 束京都千代田区三番町24-3

三番町MY ビル3 階
TEL: 03-6825- l l 64
FAX: 03 -5213- 1600
E-mail: roppon-ashi@kawamo.co.jp
URL: ht tp://kawamo.co.jp/ roppon-ashi /

0宮古島におけるウパタマコメツキの記録
ウバタマコメツキ Cryptataus horus (CANDtzE,

1865) は, 本州以南の広い範囲に分布することが知
られている種であるが, KlsHll (1999), 東ら (2002)
によると琉球列島の宮古島からの記録はないようで
ある.
筆者の一人, 上地は, 本年の夏に宮古島で FITを
用い甲虫の調査した際, 本種を得ることができたの
で,  ここに記録しておきたい.

1♀, 沖縄県宮古島市大野山林, 30. VII 2009
(FIT設置) ; 5. Vm 2009 (FIT回収), 上地泰議採
集.

引用文献

東 清二・ 屋富祖昌子・ 金城政勝・ 林 正美・ 小演継雄・
佐々 木健志・ 木付正明・ 河村 太, 2002. f;';球列島産
.Ei虫目録. XXV +570 pp. 沖細生物学会.
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